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西瓜の 蔓割 病(麥 凋病)に 關 す る

病 理 學 的 研 究。II.

MICROCONIDIA の蒋流に就いて

吉 井 甫

(昭和入年十一月三十日受理)

氏1)は 、 の 病の病原菌は寄主の導管内を急速に蔓延す る

と云つてゐる(P・247)。 其他 による麥凋病の多 くについても同様に,病 原菌の菌

孫は極めて急速に伸長するものであらうと云ふことは常識的に認められて來た腿である。

この報文は,根 端より侵人した菌が5)如 何なる方法によつて か くも遷距離に到達するかに

關 して行つた ものであつて,そ の前牟は,本 菌の菌糸 は一夏季 に於て如何程の伸長 をなすもの

であるかを試験 したのであ り,後 牛は寄主体内 叉は培養液中に於て生ずる の牲

能について試験 したのである。

 BUTLER Cajanus 1fdicus Fusarium

Fusarium

iuicrucunidia

I Fusarum niveum の 一 夏 季 に 於 け る

菌糸の 絡 伸 長 量

實験方法及び結果

長 さ凡そ一米 の硝子管(内 径1糎 乃至1.4糎)の 一端を閉ぢてこれに寒天培養をイ{ミばまで

加へ,他 方を綿栓 して殺菌 した後,こ れを水平 に倒 して内部の寒天が内腔の牛ばを占める楼に

なして固化せしめ,綿 栓 に近き部分に所要の菌を移植 し,こ れを水平 に保つたま Σ室 内に保存

し,か くて後毎日菌糸 の伸長 量を記録 したのである。

供用 した病原菌は奈良縣より來た で同時に手元にあつた局部枯損病 の病

原菌の内最 も発育の旺盛なるものより 及び を選び,之 等を

対照として同鎌に移植 した。 なほこれに使用 した培養基は の発育 の良好 なる次の

合成培養基を使用 した。

 Fusariur niveun

Scleratinia lsbertiana Tialsa mall

1". niveaam
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(Table  I)

外二菌の一夏季に於ける菌糸 の総伸長量

a...闘....i

j,k

l

d

I5・0

52・5

84.5

113・o

I40・5

158・5

171・5

205・5

236.5

269.0

306・0

334'5

375・5

408.0

444・0

475・5

ゆ

505・0

540・0

577・0

6◎o.o

e

I2・5

51.5

S6.O

II5・o

i45・o

I66.5

182.0

216.5

249・0

281.5

317・5

じラ

340・5

381.5

414・0

450・0

483.5

515・5

549・0

587。0

609.o

 lris  er.'nr 

Scl. li''erlianrz 

[-(11.50 urali

f

I4・5

53・0

86.5

1130'

140.O

I57・o

I68.0

202。0

234・0

263.0

299・0

330.0

362.5

398.0

435・0

469.0

501・5

535・5

574・0

596.o

9

13・0

53・0

84.o

Ilo.'5

138.o

158.o

I74・5

207・Q

238.0

269.0

304・5

335・5

366.5

405・0

432・0

466.Q

478.0

530・0

568.0

591・o

.h

9・5

47・5

78.5

103・5

127・o

I45・5

157・5

400・5

434・5

468.0

497・5

527・0

559・0

593・5

627.5

659。0

691・5

728.0

746.o

i

61.0

98.O

I30・o

I58.o

I83,0

203・0

216.5

247・0

277・0

306.5

342・5

…

510・o

J

24・O

IO9・O

I52・o

…

三

…

167.o

I78.5

183.0

210.0

222.0

…

259・0

367.5

492・o

k

I2.O

Io5・0

146,5

…

…

…

156.5

172・5

181.0

237・o

、252・5

…

313・0

435・0

563.0

681.o

1

17・5

99・O

I75・5

241・5

300・0

346.0

372・0

412・5

449・0

473・5

514・0

550・5

580・5

622.0

6go.o

い

e



S80 學 藝 雑 誌 第五巻 第五號

葱頭煎汁

KH,PO4

MgSO4

葡 萄 糖

寒 天

弁 水

100.00CC

I・009「

o・50gr

20・00gr

20・009「

900・00CC

この實験は一九三二年六月二十七 日に初 まり同年十月七 日に終つた ものであつて西瓜の蔓割

病菌9本2本1本 であつた。 なほ實験の當初に於ては,培 養

が長期に亘 るが爲に培養基が乾燥することはないかと云ふ疑念が存 したが,結 局 これは杷憂

に止まり,菌糸 の先端部には常に管壁叉は基面に多少 の凝結水が存 し,そ の部は濕度 が常に飽

和の状態にあることを認めk。 但 し勿論移植 した部分附i近即ち管口に近い部分の培養基は後

に至 る程乾燥状態 となつた。

今六月二十九 日を最初 として五 日目毎に於ける菌糸の纏伸長量を記録すれば第一表の通 りで

ある。叉第一・圖はこれ らの伸長量ミ毎五 日平均(記 録 日を最終 とす る)の 共の揚の最高最低

温度を記入した曲線圖である。

なほ供試三種菌の発育 最適温度は次の如 く認 められてゐる。

 Scl. libertiana Valsa ~nali 

Sclerotinia libertiana 

Valsa mali 

Fusarium nizJeum

25。C前 後(著 者)

28°C-32°C  (T0GAsIii4)) 

24°C-32cC (Pc RTE 2')

第一表 に於て は で,はC',

1は である。 而して表中0)a,b,cの 三区は培養開始後間もな く細菌紛入の爲

に試験を中止す るのIhむ なきに至つた0)で ある。なほ11,iに 於ける鎖線については後に述べ

るべ く,j'k部 の鎖線は氣温高きに過ぎた儒に の発育 不良で,そ の間はH伸

長度を記録す ることが殆んさ不可能であつたのである。

なほ同時に第一一i圖の説明ケすれば,横 線の6,7,8,9,10は 六月末より+月 初 めまで の各月

を示 し縦線は菌糸 の伸長量を粍で示 したのである。 圖中35,25の 符號のある横線は 試験せ

る察の温度線で350C及 び25。Cを 示 し,そ れを 股ぐ不規則なILI形の曲線は記録 日以前五Fl

zド均の最高最低温度を示 してゐる。圖中a,b,… ……h,iは の伸長量曲線

で(cは 圖示する程でないので除いた)j,kは の示す曲線で,1は

 Valsa mali

a, b, c, .........i], i us. Illveldvi j , k

Scl. libertiana

Scl. llbel't1[ZIl[L

Ildsariii z 1Liveum

Scl. libertialla Valsa mali
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の示す曲線である。 に於 ける破線は培養基上凝結水を傳はつて先方に新菌叢を作る

に至つたものを示 してゐる。

之を要するに西瓜の蔓割病菌は,夏 季の室温下に於ける菌糸の伸長量曲線はほ ・"直線的に増

加 し,温 度の高低に対し ては比較的鏡敏ではないものの如 く思はれる。實験全期間を通じて最

もよく菌糸を神長 したのは七月四日より七月九 日迄の間 である。 然 しなが ら本菌は比較に供

した二種の菌 〔その内 はその適温が本菌 と大差な く,事 實 叉七月四 日乃至九 日に

於て最高の伸長度を示 し,他 の一種 なる はや ・好低温菌で あつて九月十二 日

より九月十九Hの 間に於てその最高の伸長量を示 しt〕 に比 して各々の最適発育溜度 下に於け

る菌糸 の日成長量は遙かに微弱であつて 結局一夏季に於ける全伸長量は これ らに比して蓬か

に下位に存 してゐる〔第一圖 及び

然るに これら西瓜菌画中 の三旺は培養中に生じた が培養中途に於て流

蹴して新 らしき菌叢を遙か隔つた塵に作 るに至つた爲に結局之等の内hiの 二区に 於ける全

伸長量は激増を示すに至つたのである 〔第一圖

この實験は寒天培養基上に於て行つたものであつて,當 然寄主 髄上に於けるものとはその状

態が異 る筈であるが故に,念 の爲に西瓜茎を適當の長 さに切断して長試験管に牧めて殺菌し,

その…端に本菌を前記同様に移植し,そ の伸長量を計測 したがその結果は寒天培養基上に於 け

るものとほ ・湘 等しきものであつた。 但し凝結水に從つて の流出を見ること多

く調査は困難を極めた。 今 その各llの伸長量(12区平均)を 記せば第二表の通 りである。な

ほこの試験結果=はヒ月十四 日より同二十九 日までの記録である。

 d, h, i

Valsa mali

Scl. libertiana

a, b, ci, e, f, g, (I%. niv.)

d, h, i

j, k (Scl. lib.), 1 (Valsa mall)&0

microconidia

h VIII 7 — VIII13, i VIII 25 — IX 1)0

microconidia

第 二 表 (Table 2)

 Fnsarinm niveum 菌糸の日伸長量

調 査01斗15161718192,212223242526272829

}榊 長 量6778。 ,・74.274.・75.467564.・6・.・69.・6 .3.・63.47・.・64.46・ ρ58.・
1mrl

考 察

以上の結果より見るに本菌の菌糸 の伸長力は取分け旺盛な りとは認め難いのであつて,局 限

せる病斑を生ずる病原菌なる 或は 等に比 して むしろ成長緩漫な

のと云はなければならない。 而してその一4夏季 に亘れる菌糸の 全伸長量は僅 々600粍 内外

 I•'alsa niali Scl. libertana
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第 一 圖  (Fga)



吉 井 甫3西 瓜の蔓割病(麥 凋病)に 關する病理學的研究・IL 583

に過ぎないものである。

之等の試験はすべて實際に行はるべき菌の発育 の場合 とはその状態を異にしてゐるが,一 般

に,本 菌の如き殺生者に囑せ る菌の発育 は,生 活せ る寄主体内 に於ける発育に比 し培養基上1ポ

於けるものの方が遙かに旺盛なるが故に,か つ叉本菌を上記塵方の液体培養基(寒 天のみを

去 る)上 に発育 せしめた場合の菌糸 の発育 は,採取 せる西瓜の上騰液を培地として発育 せ しめ

た場合に比 して遙かに旺盛なるの事實 より見て,本 菌が寄主体内 に於て行ふ発育 は本試験の場

合より遙かに遅緩 なるもの と推知せ られる。

然 らば實際に於て,罹 病西瓜の茎中,地 際より数米の先方に間々発見せ られるが如き菌糸は

如何にしてその部に存在 し得たものであ らうか。これについては後に論ずる筈であるが,そ の

根原は一に前記の培養中に於て認 めた如 く本菌の の転流 に蹄すべきものと思は

れる。

micrcconidia

II Microconidia の 性 能

Microconidia の 形 成 と 其 の発芽

が導管 内に於τ を生ずることについては1899年

氏3)に よ り,叉 其後 多 くの 學者に よつて 悪 め られて來た虞で あつて,西 瓜の 被害茎の

切 片砿 よる時 は その形成 の模檬 を 明 かに知 る ことが 出來 る(第 二,三,叩 圖P

斯 の如 き.microconidiaは 叉 本菌の純 梓培養 に於 て も容易 に その形成 を見 るもので あつて,そ

の形 成法は先 づ菌糸 の先端 又は側 面に小 なる躍生 の携子梗 を生 じ,そ れよ り無色 軍胞 長楕 圓形

のmicroconidiaを 絞 生す るの であ る。 固髄培養基 上に生 じた る場合 に於て は,micr・conidia

は 指 子梗上 よ り落下す ること紗 く,そ の ま ・梗 上 に残存す るを常 とし,梗 上 には更 に新 たな る

microconidiaを 生 ずる。 か くて数 回 に亘つ てか くの如 きことが繰返 され るに及べば一一一Va子梗

上に 多鍬 のmicroc・nidiaを 着 生す る こと ・な り,所 謂 型胞子形成法 なる も

のを示すので ある。 水滴培養 に於 ては携 子梗 上に絞 生せ られたmicroconidiaは 携 子梗 よ り容

易に脱落 し,そ の跡 に再 びmicroconidiaを 生 ず る。相次 で生 じた之等 のmicroc・nidiaは 些 細

な る水流 に よつて も直 ちに移行す るもので あ る。

斯の如 くして生 じたmicroconidiaは 培 養液 中に於 τは 甚 だ小形 の ま ・睨落 す ることが多い

が,脱 落後 は次第 に その大 さを増加 しつ いに 凡 そ10×3--3・5y・ となる。microconidiaは 脱

落後6時 間乃至7時 間(夏 季室温 下)で発芽 す る。発芽 管 はmicroconidiaの 一端 」又は両 端

Fusarium niveum

 SMITH

celloidin

microconidia

Cephalosporium

E. F.
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よ り生ず る。発芽 前に の中央部に一個の 隔膜 を生 ず ることもあ る。 第 五圖は

水 中に於 て本菌の菌糸 よ りmicroc・nidiaが 形 成せ られつ ・ある状態 及びmicroconidiaの発芽

の状態 を示 す ものであ る。

 microconidia

第 二 圖 (Fig.  2  )

第 三 圖 (Fig. 3) 第 四 圖 (Fig. 4)
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第 五 圖  (Fig. 5)

Microconidia の 導 管 内 韓 流 力

被害西瓜の導管 内に が形成せ られることは前述の通 りであつて,且 叉 その形

成は多 くの研究者によつて認められて來た腿であるが,か くて生じたmicroconidiaが 本病原

菌の生活史上如何なる役割を演ずるものなるかについては 今 日に至るもなほ追求せ られてゐ

ないのである。

前述の液膿培養に於て生 じたmicroconidiaの 性能から見て,導 管内に生じたmicroconidia

は,推 子梗 より脱落 して管 内の液燈 内に浮游すべ く,か くて その場に行はれてゐる所の上騰流

に乗つて韓流 し得 るであらうと云ふことは容易に推測 し得 る虜であつて 之について 行つた實

験及び其の結果は次の通 りである。

健全なる西瓜の茎を探 り,そ の下端を本菌の の浮游液に浸漬し,他 端は ゴム

管を附して枝附 フラス コに連結し,そ のフラス コの枝管をサツヵ一に繋 ぎ,か くて水消水によ

る費屡によつて徐 々に吸引を行つた。 然る後原液中のmicroconidiaの数 と通過液中のそれと

をlnt球計算器によつて詐算したのである。 なほ使用 したmicroconidiaの 浮游液はCzAPEK培

養によつて得た ものにつき濾紙を樋 して菌糸 片を除いた ものであつた。

その結果は第霊表の通 りである。

 microconidia

microconidia
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第 三 表(Table3)

茎長

原 液 一

第 一一茎嚢95n、m

第 二茎120mm

第 三茎85mm

一立方粍當り胞子数
,

21300

17600

16600

Io600

原液劉比

IOO

82

78

50

使用 した西瓜茎 は長 さ8.5糎9・5糎12糎 の三本であつてその切断面の直径は凡そ6粍 で

あつた。第三表に明かな通 り本菌の は西瓜の茎(こ れには中腔部がない)を よ

く通過し得るもので,本 試験に於ては胞子密度の高い原液の50%乃 至82%の 胞子を通過

せしめてゐる。 なほこの通過力の程度に大なる差が現はれてゐるのであるが,こ れは導管の

細大に關係する虜が多いのであり,そ の細大の差は韮の切断而の大 さによつて比較 し得 る筈セ

あ り,そ の比数 は定長茎の 重量を求むることによつて簡単 に誘導計算 し得 る筈であるが,本 試

験に際 しては之を行はなかつたのを遺憾 とする。 兎に角第三茎は第一茎第二茎に比してや ・

細 い茎であつたことを附言する。

microconidia

考 察

以上の實験 によつて本菌の は,(1)西 瓜の導管内に於て溶易に巫ずること,

(2)容 易に脱落 して液中に浮動すること,(3)導 管内に於ける上縢流によつて 容易に流れ得

ること,(4)而 して発芽 力充分なること等を明かにしたG

郎ち本菌はその寄主体内 に於ける発育中に生ずる の転流 に よつて 更に隔 りた

る虜へ転移 をなし,こ ・に於て新 らしき培地を得て新菌叢を巫ずる可能性を宥するものなるこ

とを知るのである。

麥凋病に罹つた西瓜に於ては地際より数米の先方の茎中に往 々にして 本菌の菌糸 を発見 す

るのであるが,こ れは從來豫想せ られた様な本菌の菌糸 の旺盛なる成長力によるものでないこ

とは既に述べた通 りであつて,こ れは一に本菌の の韓流による病菌の転 移した

ものに外ならないのである。

microconidia

microconidia

 microconidia
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III摘 要

1)麥 凋病に罹つた西瓜の茎 に於ては地際より蓬かに隔つた腿に於て さえなほ 本菌の菌糸 を

発見することが多いのであるが,こ れは地下部 より侵入した菌の菌孫が急速に伸長 した結果か

・る隔つた腱に到着するに至つたものであると信ぜ られて來た。

2)著 者は培養基上に於て本菌を一夏季に亘つて長期培養を試みた結果,本 菌は左程急速な

る菌糸の伸長力を有するものではな く夏季三ヶ月 間の菌糸 の総伸長量の合計は,無 菌培養基の

場合の如 き最良條件に於て さえなほ僅々600粍 内外に過 ぎないことを明かにした。

は培養基上に於て,寄 主燈 内に於けると同様に,容 易に

を生ずる。液体 培養に於ては菌糸 の先端叉は側方に小形の措子梗 を生じ,こ れよりmicro・

を生ずる。 かくして生じた は容易に搭子梗 より遊離 して液体内 に浮

游する。遊離の最初は極めて小形であるが後次第に大 きくな り,つ いに最初 より激時間後には

発芽するに至 る。 寄主燈内に於 ける本菌の の形成法は液体 培養に於けるもの

と全 く同一である。か くて生じ,液 中に浮游す るに至つた は導管内に行はれつ

つある上騰流に乗じて容易に先方へ運搬 せ らるる筈である。 叉西瓜茎の 導管 も

を通過せしむるに足ることを實験的に認 めたのである。

4)以 上の實験及び今後相縫いで.報告せ らるべき事柄より見て,西 瓜茎 中の地際より隔絶 し

たる腱に存在する菌は,地 下部より侵入したる菌の菌糸 の蔓延によるものではなく,そ の発育

の中途に於て生ずる腿の 韓流による結果であるぐ思はれる。

 3) Fusarium niveum

conidia

microconidia

microconidia

microconidia

microconidia

microconidia

microconidia
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PATHOLOGICAL STUDIES ON WATERMELON WILT. 

  II. ON THE MIGRATION OF MICROCONIDIA 

 (  Resume)

Hazime YOSHII

   The author tried the long tube culture of Fusarium niveum, to see the total 

Iength of the mycelial growth of this fungus during one summer season. Culture 

tubes used were about one meter long and ten to fourteen millimeter in diameter 

After injecting the culture medium written below into these tubes, they were 

sterilized and placed horizontally for coagulation. Then each of them was in-

oculated with the fungus in question, at one side of the coagulated medium. 

After this, mycelial growth, maximum and minimum temperature were recorded 

everyday. To compare this with some pathogenic fungi of local necrotic dis-

eases, Valsa mali and Sclerotinia libertiana were chosen. The culture medium 

used consisted of the followings, onion decoction 100.0o cc KI I2PO4 Loo gr, 

MgSO, 0.50 gr, grape sugar 20.00 gr, agar 20.00 gr, water 900.00 cc. It was 

found to be one of the most excellent media for the mycelial growth of this 

fungus. 

   The experiment began on June 27, 1932 and ended on Oct. 7. Figure i 

and Table I show the average length of mycelial growth of each five days. 

   From this results it may be clear that Fusarium niveum grow rather con-

stantly, notwithstanding the temperatui e differences under summer room condi-

tions, and the total sum of the mycelial growth is no more than six hundred 

millimeters in length, which shows much less comparing to the mycelial length 

of Valsa mali or Se/. libertiana. 

   According to the fact that the mycelial growth of the fungus in the trans-

piration water of watermelon, in vitro, is much slower than in the fluid medium 

whose composition is the same written above but agar, together with the fact 

that the " Perthophytes " including Fusarium, grow much slower in the living 

host tissue than on culture media, it may be incomprehensible to assume that 

the presence of the mycelia in the host tissue, several meters away from the 

root, is the result of the mycelial growth of the fungus which entered the host 

tissue from the root top.
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   In the case of culture of  Fusarium niveum, numerous microconidia are pro-

duced as in host tissues. Though in solid media the form of the formation of 

microconidia is similar to that of Ceplaalosporium in fluids these are far from 

resembling, and several short simple conidiophores are formed at the top or at 

the side of the hyphae, and then the microconidia are produced from the 

conidiophores. The microconidia, thus formed, separate themselves easily from 
the conidiophores and float in the media ; thus, secondary or tertiary conidium 

is produced successively from one conidiophore. 

   Such conidia are minimum sized at first but grow gradually, reaching ioE,. 

by 3v. to 3.5 v. in size, when they produce germtubes. 
   The formation of the microconidia in the trachial tubes of the host plant is 

similar to that of in liquid culture (Fig. 2, 3, 4). 

   It is reasonable to suppose that these floating microconidia will migrate to 

the place far from mother mycelia, being carried by transpiration stream in the 

host plant. 

   The passing ability of the microconidia through trachial tubes of the host 

plant was also ascertained. Fifty per cent to eighty two per cent of microconidia 
were observed to pass through the watermelon stems which were about six 
millimeter in diameter (Table 3). 

   From these experiments, together with those will be reported later, it will 

be certain that the presence of the pathogen in the tissue far from the infected 

portion of the affected watermelon, is no more the consequence of the mycelia' 
growth, but of the migration of microconidia.

Laboratory of Plant Pathology, Dept. of Agr., Kyushu Imperial University.


